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二重橋濠のカイツブリ親子

モニターで観覧するお客様

特徴をつかみながらかわいく

「ゆる似顔絵」を描く徳山きみあきさん

ポストカードのゆる絵は
表情さまざま。

冷房機

●「御殿山鹿倶楽部──シカを知る」開催中！

　2013年12月28日（土）まで　　場所：動物園（本園）　資料館１階
●水生物館特設展示「田んぼで聞こえるカエルの合唱、今むかし」開催中

　2013年9月29日（日）まで
　場所：水生物園（分園）水生物館　特設展示会場
　展示生物：トウキョウダルマガエル、ニホンアマガエル、シュレーゲルアオガエル、
　　　　　　ツチガエル、ニホンアカガエル、モリアオガエル、ウシガエル

上
水
小
橋
ま
で
や
っ
て
来
た
カ
メ
吉
は
、
柵
が
あ

り
こ
の
先
に
は
進
め
な
い
の
に
気
が
付
き
ま
し
た
。

悩
み
な
が
ら
疲
れ
て
眠
っ
て
い
る
と
、
ガ
リ
ガ
リ

背
中
を
か
じ
ら
れ
て
目
が
覚
め
ま
し
た
。
首
を

出
し
て
見
る
と
、
大
き
な
カ
ミ
ツ
キ
ガ
メ
で
す
。

「
君
が
怪
獣
だ
っ
た
ん
だ
ね
。」
と
言
う
と
、「
人

間
に
飼
わ
れ
て
い
た
ん
だ
け
ど
、
大
き
く
な
っ
た

の
で
捨
て
ら
れ
た
の
さ
。」
カ
ミ
ツ
キ
ガ
メ
の
話

を
聞
き
、
カ
メ
吉
は
気
の
毒
に
思
い
ま
し
た
。

絵
と
文
　
せ
の
う
さ
ち
こ

せのうさちこ 1975年 盛岡市で生まれる。小6で三鷹へ転校。
 アニメ動画から絵本に進む。三鷹市在住。

井の頭自然文化園

井の頭かんさつ会

詳しくはホームページをご覧ください。 http://www.tokyo-zoo.net/zoo/ino/index.html

事前申し込みが必要です。 詳細や申し込み方法はHP　　　　　　　　　　　　　　　　に載せます。http://www.kansatsukai.net/

アートマーケッツは、主に土日祝日に開催しています。 

徳山きみあきさん（イラストレーター）

小田原 澪（おだわら みお）
編集者・ライター。フィールドは多摩。三鷹市在住。

http://homepage2.nifty.com/tnt-lab/

カイツブリは、得意の

潜水で小魚やエビを捕
ま

える、小さな水鳥です
。

池や川にカップルで縄
張

りを作って暮らし、子
育

てをします。

　

写
真
は
７
月
１
日
に
皇
居
の
二
重
橋
濠
で
見
か
け
た
カ
イ
ツ

ブ
リ
親
子
で
す
。
親
鳥
は
小
魚
を
与
え
た
直
後
に
つ
つ
い
て
独

り
立
ち
を
促
し
、
子
供
た
ち
は
潜
水
の
練
習
を
繰
り
返
し
て
い

ま
し
た
。

　

二
日
か
け
て
外
苑
濠
と
東
御
苑
の
お
濠
を
見
て
回
っ
た
と
こ

ろ
、
水
草
（
沈
水
植
物
）
が
な
い
お
濠
の
水
が
植
物
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
で
緑
色
に
濁
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
水
草
が
多
い
お
濠
ほ

ど
水
が
澄
み
、
カ
イ
ツ
ブ
リ
の
姿
も
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
一
方
、
浮
葉
植
物
の
ヒ
シ
や
抽
水
植
物
の
ハ
ス
な
ど
が
茂

る
牛
ヶ
淵
は
、
水
が
濁
り
ア
オ
コ
が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。
水

中
に
葉
を
茂
ら
せ
る
沈
水
植
物
は
水
中
の
栄
養
素
を
吸
収
し
て

育
ち
、
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
食
べ
る
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の

棲
み
処
と
も
な
る
の
で
、
水
を
澄
ま
せ
る
効
果
が
高
い
よ
う
で

す
。
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
食
べ
て
育
つ
小
魚
は
カ
イ
ツ
ブ
リ

の
餌
に
な
り
ま
す
。
水
草
は
巣

材
に
も
な
る
の
で
、
水
草
が
多

い
お
濠
は
カ
イ
ツ
ブ
リ
の
楽
園

に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

井
の
頭
池
の
か
い
ぼ
り
に

も
、
在
来
の
沈
水
植
物
を
復

活
さ
せ
る
計
画
が
入
っ
て
い

ま
す
。

井の頭かんさつ会代表。毎月自然観察会を開催。
池の外来魚問題にも取り組む。

井の頭かんさつ会  田中 利秋

井の頭かんさつ会　田中 利秋

生き物たち井の 頭
公 園 の

（たなか としあき）

じつはよく知らない魚
　コイを知らない日本人はいないでしょう。エサを求めて人
のもとに集まる大きなコイは公園の池の人気者です。しかし
飼育・放流されているのは国外起源の飼育品種。井の頭池の
コイも人が放したものかその子孫です。ただし公園が放流し
たのはだいぶ昔の話で、湧き水が涸れて水草（沈水植物）が無
くなって以降はコイは繁殖をしていません。コイは水草に産
卵するからです。繁殖できていないことは、小さなコイをまっ
たく見かけないことからも分かります。それなのに今もコイ
がたくさんいるのは、飼っていたものを勝手に捨てる人がい

るからです。自宅の庭を相続税対策のために潰した時、そこの
池にいたコイを井の頭池に放した人が少なくない、と聞いてい
ます。かくして井の頭池はコイであふれる池になりました。
2006年にコイだけが罹るコイヘルペスが流行し、抵抗力が弱
い錦鯉を中心に９百匹以上が死にました。感染したコイを誰か
が放したからでしょう。それでも池にはまだ数百匹のコイがい
ます。捨て鯉は今も続いていて、見たことのない模様のコイが
突如現れることがあります。
　コイは付着藻類から水草、水生動物、落下動植物、そして人
が投げるエサまで何でも食べますが、本来はあまり水が澄んで
いない環境で暮らす魚で、２対のヒゲやパイプ状に長く突き出
る口は泥の中の底生動物を探り当てて食べるのに適していま
す。硬い貝も、喉の奥にある咽頭歯で難なく砕きます。専門業
者による調査の結果、一般的な池と比べて、井の頭池には底生
動物が極端に少ないことが明らかになっています。おそらくそ
れは、たくさんいるコイのせいです。
　飼育鯉は人工の池で人が世話をしながら飼うべきものであっ
て、自然の池に放すべき魚ではあ
りません。かいぼりが目指してい
る、多様な生き物が暮らし、それ
らの総合力で水が澄む井の頭池を
実現するには、コイのことを、そ
して他の多くの生き物のことを
もっと詳しく知ることが必要です。

『いのけん』  講座
答え合わせ

問題1

問題2

1）植物プランクトン
井の頭池の透明度が
低い原因となってい
ます。

3）2013年 6月 2日
跡地がどうなるか気
になりますね。

　小さな子どもが描いたような、利き
手と反対の手で描いたような、ぎこち
なさとあどけなさが同居する「ゆる絵」
を描く徳山きみあきさん。とぼけた表
情の鳥や、たばこをくゆらせてやさぐ
れるパンダなどを軽いタッチで描きま
す。「こんなおじさんが描いてるなんて
と驚かれます」と笑う徳山さんも、ど
こかゆるキャラを思わせる雰囲気です。

　デザイナーや似顔絵師などの仕事を経験した徳山さんは、絵本の出
版を目標に、6月にフリーランスに転身したばかり。ゆる絵イラストをメ
インに、店舗やパッケージのデザインを手がけています。
　作品はメモ帳やノート、レシートの裏
などにペンで描き、パソコンに取り込ん
で彩色。ノートの罫や紙のざらついた表
面まで転写されるので落書き風です。
井の頭公園では、得意な似顔絵と組み
合わせた「ゆる似顔絵」をオーダーで
き、かわいく描いてもらえると評判です。

突如現れたコイ

●第101回 「秋の渡り鳥」　9 月23日（月・祝）　9：00～ 11：00
●第102回 「キノコ」 10 月20日（日）　10：00～ 12：00

★出張動物園
　次のイベントに井の頭自然文化園も参加します。モルモットのふれあいコーナーが出張する予定です。
　●第24回三鷹国際交流フェスティバル　
　　日時：９月22日（日）　10:00～ 15:30　　場所：井の頭恩賜公園西園
　●第6回むさしの環境フェスティバル
　　日時：10月19日（土）　10:30～ 15:00
　　場所：境南ふれあい広場公園（JR 武蔵境駅前・武蔵野プレイス前）
★飼育係のいきものガイド
　飼育係が担当動物についてお話します。担当する飼育係しか知らない動物の特徴やエピソードを
　聞くことができるかも？
　実施日：毎週日曜日　 場所・時間：実施する場所と時間は毎回異なります。お問い合わせください。

動物としてのシカはもちろんのこと、シカと日本人の関係をさまざまな側面から紹介し、最
後はシカと私たちの間で起こっている問題について知り、考える内容です。

関東周辺で見られるカエルの展示と解説パネルを設置して、田んぼとその周囲の環境の
変化とカエルの身に起きている変化を紹介します。

　まるで日本が熱帯になってしまったかのよ
うな今年の夏の暑さですが、国内最高齢の
はな子にとってもかなりつらい季節です。
　毎年夏には食欲が落ちるため、昨年から

リースで業務用の冷房機を寝小屋に設置し、夜間の室温調整を図っていま
す。今年もそうしたのですが、それでもこの暑さははな子も不快なのでしょ
う、食欲にムラが見られたり、好きなバナナを口にしなくなったりします。
そんな時は大事をとって終日室内に収容のままとし、ゾウ舎外壁に設置し
たモニターでの観覧とさせていただいて
います。暑い中、折角はな子に会いに来
て下さったお客様には申し訳ないのです
が、はな子の健康のた
めにどうかご理解ご協
力お願いいたします。

はな子の夏今月の
はな子

12

詳しくはホームページをご覧ください。　http://www.i-np.jp/index.html

ネイチャー☆プログラム
ネイチャー☆プログラムとは…次世代を担う子供たちや公園を訪れる人たちに、わかりやすく
 楽しく「自然の仕組み」を学び遊んでもらうプログラムです。

井の頭恩賜公園

「井の頭１００祭（ひゃくさい）」は、自然の宝箱である井の頭公園に日頃の「感謝」
の気持ちを捧げ、井の頭公園開園１００周年をみんなでお祝いしようというカウント
ダウンイベントです。今年も井の頭アートマーケッツのアートキャスト有志、成蹊大
学学生ボランティア本部など地域の方々の協力を得て開催します。
２０１３年は「ひらく～感謝～」をテーマとし、井の頭公園野外ステージを中心に音楽
ライブやダンスなどのパフォーマンスが繰り広げられます。皆様のご来園をお待ち
しています。

井の頭１００祭 ～Ｃｏｕｎｔｄｏｗｎ ｔｏ ２０１７～井の頭１００祭 ～Ｃｏｕｎｔｄｏｗｎ ｔｏ ２０１７～

日時　１０月１９日（土）、２０日（日）１１時～１６時３０分（雨天中止）

●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●

井の頭自然文化園　飼育展示係長　山本藤生

企
画
展

あおぞら実験室（井の頭池付近）  9 月 1 日（日）　 
グリーンバード（井の頭池付近）  9 月 14 日（土）、 22日（日） 
ツリー☆マジック（第二公園）  9 月 14 日（土） 
ツリークライミング教室（第二公園）  9 月 15 日（日）、 16日（月） 
どんぐり広場（御殿山広場）   9 月 19 日（木）
ツリートレック（第二公園）  9 月 23 日（月・祝） 

野外劇フェスタ（どぐんご）（西園）  9 月 6 日（金）～15日（日） 
ＴＥＲＡＴＯＴＥＲＡ（御殿山広場）   9 月 8 日（日）
猫の譲渡会 三鷹市地域猫の会（野外ステージ）  9 月 15 日（日） 
三鷹国際交流フェスティバル（西園競技場）  9 月 22 日（日） 
野外劇フェスタ（唐組） （西園） 10月 5 日（土）～15日（火）
三鷹の森フェスティバル（西園競技場）  10月 6 日（日）
アニメワンダーランド（野外ステージ）  10月 12 日（土）、 13日（日）
井の頭１００祭（野外ステージ） 10月 19 日（土）、 20日（日） 
猫の譲渡会 武蔵野市（野外ステージ） 10月 ２７ 日（日） 
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12 枚目 私
と
井
の
頭
公
園
そ
の
12

12

？！
よ
み
が
え
れ
！ 

井
の
頭
池

古紙配合率100％再生紙を使用しています

『いのきちさん』について

井
の
頭
恩
賜
公
園
の
歩
み

第
12
話

写真  古賀 親宗（こが もとのり）
1983年 福岡県柳川市生まれ。三鷹市在住のフォトグラファー。

暮
ら
し
て
い
る
そ
ば
に
自
然
が
残
さ
れ
て
い
る
幸
せ

　

自
宅
の
庭
に
、鳥
や
昆
虫
が
来
ま
し
て
ね
。
よ
く
見
る
と
、か
わ
い
ら
し
い
し
、と
て
も
多
様
で
、こ
れ
は
面
白
い
、

と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
た
ん
で
す
。
そ
の
延
長
上
で
井
の
頭
公
園
に
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
に
行
っ
た
ら
、
井
の

頭
か
ん
さ
つ
会
や
同
好
の
方
々
が
い
ろ
い
ろ
教
え
て
く
れ
て
、
興
味
と
人
の
つ
な
が
り
が
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て

い
っ
た
ん
で
す
。

　

そ
の
井
の
頭
公
園
は
、
鳥
た
ち
に
と
っ
て
重
要
な
場
所
で
し
た
。
玉
川
上
水
の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を
頼
る
よ
う

に
し
て
、多
く
の
渡
り
鳥
が
立
ち
寄
る
ん
で
す
。
絶
滅
危
惧
種
の
ミ
ゾ
ゴ
イ
も
来
ま
す
。
特
に
『
小
鳥
の
森
』（
注
）

は
立
ち
入
り
禁
止
で
人
の
手
を
ほ
と
ん
ど
入
れ
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
自
然
状
態
が
良
く
、
鳥
た
ち
が
集
ま
っ
て
き

ま
す
。
そ
し
て
、
私
た
ち
人
間
に
と
っ
て
も
重
要
な
場
所
で
す
。
遠
く
に
出
か
け
な
く
て
も
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
、

多
様
な
生
物
が
息
づ
い
て
い
る
、
暮
ら
し
て
い
る
そ
ば
で
自
然
と
ふ
れ
あ
え
、
よ
く
観
察
す
る
と
、
そ
の
自
然
の

営
み
を
通
し
て
多
く
の
こ
と
を
学
べ
る
こ
と
が
本
当
に
幸
せ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
も
、
鳥
や
昆
虫
が
好
き
で
井
の
頭
公
園
に
通
っ
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
ご
縁
で
知
り
合
っ
た
方
々
と
、

つ
な
が
っ
て
い
く
の
が
う
れ
し
い
で
す
ね
。
公
園
に
行
き
た
く
な
る
の
は
、
様
々
な
生
き
物
た
ち
に
会
え
る
こ
と

と
、
や
は
り
様
々
な
方
々
に
会
え
る
こ
と
で
す
ね
。
井
の
頭
公
園
は
、
生
き
物
た
ち
に
と
っ
て
も
、
人
間
に
と
っ

て
も
大
切
な
、
守
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
自
然
環
境
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
井
の
頭
か
ん
さ
つ
会
会
員
・
た
か
く
は
る
こ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

（
聞
き
手
・
写
真　

川
井
信
良）

（
注
）
小
鳥
の
森…

井
の
頭
恩
賜

公
園
西
園
の
東
南
に
あ
る
、

バ
ー
ド
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ

（
鳥
の
保
護
区
）。

　

平
成
25
年
度
の
冬
に
予
定
さ
れ
て
い
る
「
か
い

ぼ
り
」
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
参
加
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
実
際
の

作
業
を
体
験
し
た
担
当
者
は
西
部
公
園
緑
地
事
務

所
に
い
な
い
た
め
、
去
る
６
月
、
訓
練
を
兼
ね
て

練
馬
区
の
光
が
丘
公
園
の
バ
ー
ド
サ
ン
ク
チ
ュ
ア

リ
の
池
で
の
外
来
生
物
の
駆
除
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

こ
の
池
で
は
、
N
P
O
法
人
生
態
工
房
が
中
心

と
な
っ
て
12
年
前
に
「
か
い
ぼ
り
」
を
行
い
、
今
も

外
来
生
物
の
駆
除
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

井
の
頭
公
園
に
と
っ
て
は
運
営
方
法
や
具
体
的
な

ノ
ウ
ハ
ウ
に
至
る
ま
で
学
ぶ
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

「
水
の
中
を
バ
ラ
ン
ス
を
崩
さ
ず
に
歩
く
の
は
意
外

と
難
し
く
、
実
際
に
は
真
冬
に
行
う
こ
と
を
考
え

て
も
、
実
施
に
向
け
て
細
か
い
準
備
が
必
要
だ
と

あ
ら
た
め
て
実
感
し
ま
し
た
」
と
担
当
の
大
道
工

事
課
長
。
井
の
頭
池
の
か
い
ぼ
り
を
担
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
養
成
に
向
け
、 

実
地
で
作
業
を
し
た
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割
を
学
ん
だ
り
す
る
事
前
講

座
の
実
施
も
検
討
中
だ
そ
う
で
す
。

高
久 

晴
子
（
武
蔵
野
市
在
住
）

実
地
体
験
を
も
と
に
、

準
備
が
進
ん
で
い
ま
す ▲ 

　都立井の頭恩賜公園が2017年5月に開園100周年
を迎えます。『いのきちさん』は、もうすぐ100歳を迎える
井の頭公園に、感謝の気持ちを込めて、地域の市民と企
業と団体の協力により発刊された100周年カウントダウン
新聞です。名称は井の頭公園の「いの」、隣接する吉祥寺
の「きち」、井の頭池が市内となる三鷹市の三「さん」を
並べたものです。　　　　（奇数月1日の隔月発行です）

『いのきちさん』を置いていただける所を募集しています。

http://www.inokichisan.com/
『いのきちさん』の感想やお問合せはメールでも受付けています。
　  inokichi@bun-shin.co.jp

『いのきちさん』のホームページができました！更新中！

スマートフォン対応

６月に光が丘公園で職員４人が外来
生物の駆除を体験。「かいぼり」の市
民参加プログラムをリアルに想定し、
詳細の詰めを進めています。
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公
園
の
観
察
記
録
か
ら

大
正
時
代
の
世
相
を

読
み
取
る
！

　
「
横
臥
せ
る
青
年
男
子
二
人
」「
み
ん
な
で
南
京
豆
を
食
べ
て
い
る
」「
女

子
洋
装
、
立
ち
な
が
ら
シ
ト
ロ
ン
を
飲
ん
で
い
る
」「
バ
イ
ブ
ル
を
読
ん
で

い
る
」
e
t
c.…

大
正
15
（
１
９
２
６
）
年
４
月
18
日
（
日
）、
午
後
３
時

10
分
前
後
、
晴
天
。
御
殿
山
の
雑
木
林
区
域
を
２
人
で
手
分
け
し
、
５
分

ほ
ど
駆
け
ま
わ
り
、
座
っ
て
い
る
か
静
か
に
さ
ま
よ
っ
て
い
る
人
だ
け
約

40
組
を
調
査
記
録
し
た
も
の
で
、
場
所
や
人
数
は
地
図
に
プ
ロ
ッ
ト
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
「
食
べ
て
い
る
も
の
も
、
ゆ
で
卵
、
ミ
カ
ン
、
南
京
豆
、
ア
ン
パ
ン
な
ど

は
在
来
の
も
の
で
あ
る
が
、
ド
ー
ナ
ツ
は
こ
の
ご
ろ
の
も
の
だ
と
い
え
そ

う
だ
。」
と
も
。
４
月
18
日
と
い
え
ば
、
今
な
ら
市
販
の
惣
菜
類
や
ス
イ
ー

ツ
が
賑
や
か
に
並
ぶ
で
あ
ろ
う
お
花
見
の
季
節
。
当
時
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
の

お
伴
は
今
よ
り
素
朴
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

こ
の
「
井
の
頭
公
園
春
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」
の
ほ
か
に
も
う
一
つ
、
今
和
次

郎
は
「
井
の
頭
公
園
自
殺
場
所
分
布
図
」
と
い
う
記
録
を
残
し
て
い
ま
す
。

「
自
殺
者
が
あ
っ
た
ら
知
ら
せ
て
く
れ
」
と
近
所
の
人
た
ち
に
頼
ん
で
お

き
、
で
き
れ
ば
実
見
し
、
で
き
な
け
れ
ば
人
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
記
録

は
８
件
。
数
が
少
な
い
ゆ
え
に
「
自
殺
人
の
場
所
の
選
び
方
、
男
女
に
よ

る
そ
の
特
徴
、
野
外
自
殺
の
方
法
、
な
ど
の
考
察
材
料
と
ま
で
な
ら
な
い

の
が
残
念
」
で
は
あ
る
も
の
の
、「『
春
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
』
と
対
照
し
て
み
て

い
た
だ
く
な
ら
ば
、
同
一
の
舞
台
で
、
同
一
の
木
の
し
た
で
、
ど
ん
な
に

人
び
と
の
享
楽
と
そ
し
て
死
と
が
と
り
行
わ
れ
て
い
る
か
が
お
わ
か
り
に

な
る
だ
ろ
う
」
と
今
和
次
郎
は
考
察
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　

１
９
２
４
年
夏
か
ら
１
９
２
７
年
２

月
に
か
け
て
の
約
２
年
半
で
８
件
も
の

自
殺
が
公
園
内
で
あ
っ
た
と
は
驚
き
で

す
が
、
統
計
を
調
べ
て
み
る
と
、
第
一

次
世
界
大
戦
後
の
20
年
代
は
特
に
青
年

の
自
殺
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
ん

な
当
時
の
世
相
が
、
今
和
次
郎
の
公
園

観
察
に
表
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。

　
関
東
大
震
災
後
約
５
年
間
、
公
園
の
近
く
に

住
ん
だ
今
和
次
郎（
こ
ん
わ
じ
ろ
う
）は
、「
考

古
学
」や「
民
俗
学
」に
対
し
て「
考
現
学
」を

提
唱
し
た
研
究
者
で
し
た
。
服
飾
や
風
俗
な
ど

の
現
象
を
観
察
し
、
独
特
な
タ
ッ
チ
の
イ
ラ
ス

ト
と
軽
妙
な
文
章
で
ま
と
め
た
記
録
は
、「
時

代
」を
今
な
お
新
鮮
に
伝
え
て
く
れ
ま
す
。
井

の
頭
の
２
つ
の
記
録
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

暑い時季に多い、井の頭池の水面を覆うアオコは、一体なんでしょう。
1） 植物プランクトン　2） 腐った藻が浮き上がったもの　3） 動物プランクトン　4） ヘドロの一種

1962年にオープンした、井の頭自然文化園にある熱帯鳥温室は、
老巧化などで閉館しましたが、それはいつでしょう。
1）2013年 3月 31日　2）2013年 5月 5日
3）2013年 6月 2日　4）2013年 7月 3日

答えは裏の面に
あります。

（井の頭公園検定）
問題1

問題2

安
田 

知
代

安
田 

知
代
（
や
す
だ 

と
も
よ
）

編
集
者
・
ラ
イ
タ
ー
。
『
井
の
頭
公
園
＊
ま
る
ご
と
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
』
『
懐
か
し
の
吉
祥
寺 

昭
和
29
・
40
年
』
編
著
。

2013年12月15日 ( 日 )
第 2回 井の頭公園検定 (いのけん )が

に決定 ! !（同封申込書をご参照）

井の頭公園での記録２つは
『考現学入門』（ちくま文庫）に
収録されています。

▼

井
の
頭
公
園
検
定
公
式
問
題
集『
い
の
け
ん
』に
、貴
重
な
生
き
物
た
ち
の
写
真
を
多
数
提
供
し
て
い
る
高
久

さ
ん
。
自
宅
の
庭
に
来
た
生
き
物
た
ち
の
面
白
さ
か
ら
、井
の
頭
公
園
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
広
が
っ
た
。

『いのけん』  　　　　講座

『井の頭公園春のピクニック』
（『今和次郎集 1』 ドメス出版より）アケビコノハ

枯れ葉そっくりです

撮影：高久晴子
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発売中！！発売中！！
みんなでサポーターになろ

う！

いのけん応援バッジいのけん応援バッジ

1,000円（税込）
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